


































歴史的市街地におけるアートイベントの空間特性 
‐からほりまちアートを事例として‐ 

 

近畿大学大学院総合理工学研究科環境系工学専攻 上段貴浩 

１．はじめに 

1-1 研究の背景・目的 

 本研究は大阪市中央区空堀地区で行われている

からほりまちアートを対象に、まちなかの生活空

間をアート表現の場とした際の展示場所の空間特

性について明らかにすることを目的とする。 

 からほりまちアートは空堀地区に残る長屋や路

地などの地域資源を多くの人々に伝える活動とし

て行われている。まちなかの様々な場所にアート

作品を展示することでアートと共にまちなかを散

策することができるため、来場者が空堀地区の町

並みや地域資源を知るきっかけとなっている。ま

たアーティストの表現手法や展示方法により人々

の行為に変化が生まれ、普段とは違うまちの見方

ができることになる。つまり空堀地区の町並みと

アーティストの展示手法により、からほりまち

アートの魅力が引き出されると考えられる。 

 からほりまちアートに人々が惹きつけられるの

は、単にまちとアートの融合という奇抜さだけで

はなく展示場所の空間構成や展示手法にあると考

え、生活空間から展示空間に変化する際の空間の

特徴や来場者の行為について述べることとする。 
1-2 研究方法 

 本研究の成果は2009年10月25，26日の２日間に

行われたイベント時における現地調査に多くを依

拠している。展示場所54ヵ所について、a)平面図

と立面図の採取、b）作家へのヒアリング調査、c)

アクティビティ調査を行った。研究において着目

するのは以下の３点である。 

１）展示場所の空間構成：採取した図面から展示

場所の空間形態や構成要素について分析する。 

２）展示場所の利用方法：作品形態や展示方法か

ら生活空間を展示場所としてどのように利用して

いるのかについて調査する。 

３）来場者の行為：展示場所に２時間滞在し、目

視と写真撮影から来場者の行為を取り上げ、日常

時との行為の変化を分析する。 

２．からほりまちアートの概要  

 空堀地区は大阪の都心では珍しく戦災を免れた

ことにより、多くの長屋や路地が残るなど昔の町

なみを今に伝えている。その町なみを多くの人々

に伝える活動として2001年から開催されたからほ

りまちアートは2009年で９回目を迎える。毎年10
月下旬の２日間で行われるこのイベントは約１万

人の来場者が訪れ、メディアにも取り上げられて

いる。開催エリアは約30haと広大であり、まちな

かの様々な場所に点在するように作品が展示され

ている（図1）。出展アーティストはプロ・アマ問

わず一般の公募で集めている。     

３．展示場所の空間特性 

 まちなかの生活空間を展示場所として利用した

際に作品や展示方法に大きく影響を与えると考え

られる外部展示35作品（図1）を対象に、展示場所

の空間形態と利用方法から展示空間の類型化を行

い、その特徴について明らかにする。 

3-1．展示場所の分類 

 まちなかの様々な場所を利用する外部展示では

①通路タイプ（道路上または道路沿いに建つ建物

壁面）②広場タイプ（建物に占有されていない空

地や公園）の２つに大別することができる。また

通路タイプに展示される際には建物前面または建

物壁面を利用した展示がされることから、壁面形

態に着目すると展示場所の空間形態は７つに分類

することができる（図2，図3）。 

図2 空間形態の類型手法 
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図3 空間形態の類型模範図 
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Ⅱ-袋小路壁面型：幅員2.7m未満の行き止

まりのある路地で、玄関口がない壁面に囲

まれた道路。 
 

Ⅲ-細街路壁面型：幅員2.7m未満の通り抜

けできる路地で、壁面に囲まれた道路。 
 

Ⅳ-街路戸口型：幅員2.7m以上の道路沿い

で、壁面に開口部がある建物前面。 
 

Ⅴ-街路壁面型：幅員2.7m以上の道路沿い

で、壁面に開口部がない建物前面。 
 

Ⅵ-空地型：路地内にある空地やガレージ

などの開けた空間。 
 

Ⅶ-公園型：公園やオープンスペースなどの

広く開けた空間。 
※    は展示場所を表す 

図1 からほりまちアート開催エリア全体図と外部展示作品一覧表 
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外部展示：建物の外部で屋外を展示場所として利用した作品 

内部展示：建物の内部に収まり屋内を展示場所として利用した作品 

2 北川聖子 9 森蔭沙耶香 17 奈良じゅん 26 松見鵬子 32 平石ゆか 44 nissyとひまわりの子供たち

2 関西情報工学院専門学校 11 mipo 18 狂↑↓躯 27 Colin Smith 33 愛珠＋みやたゆう 45 2/3

3 明日を見つけた！ 12 帖佐陽師 19 僕たちはひとりじゃない 28 プリンス自転車 35 西川由紀子 49 西家

4 たん藍 13 GRADD 22 内藤晶 29 ナカハシヨシユキ 39 ナウロコ×８５ 50 「タケノモリ」

7 北中美佳 15 なかがわちはや 24 井上寛太 30 ちむじふ 42 はまのまゆみ 51 空堀子どもまちアート

8 糸山基子 16 伊勢利枝 25 HIROMI 31 なすみそいため 43 墨絵のたけマン ※数字は作品番号，文字は作家名



3-2．作品形態と展示方法  

 からほりまちアートに展示される作品は多岐に

渡るが作品形態と展示方法から①平面型（47％）

②立体型（12％）③空間演出型（10％）④参加型

（10％）の４つに分けることができる。また展示

方法は作品や展示場所によって様々であるが大き

く①置く②掛ける③吊るすの３つに分けられる。   

3-3．展示空間の類型と特徴  

 外部展示35作品を７つの空間形態と作品形態、

展示方法から展示空間の類型化を行った結果、９

つの空間タイプに分類することができた（表1）。

また展示場所の特徴をさらに詳しく分析するた

め、展示手法に影響を与えると考えられる要素を

抽出し、その特徴を分析した（表2）。以下に路地

を利用した展示空間について特徴を示す。 

タイプⅠ：石畳の路地や統一感のある建物に囲ま

れた昔ながらの町なみを感じる空間は路地全体を

利用した空間演出型の作品が展示される。 

タイプⅡ：トタンの壁面に囲まれた閉鎖的な路地

は入口付近の道路上を広く利用した立体型の作品

が展示される。 

タイプⅢ：木造やトタンの壁面に囲まれ、不特定

の人が利用する路地では平面型の作品を壁面に掛

けて展示される。 

 以上から空間タイプによって作品形態や利用方

法には一定の共通性があると言える。 

４．展示場所における来場者の行為 

 次にタイプ別に作品事例を取り上げ、展示場所

で見られた来場者の行為を①作品を見る行為②作

品から誘発される行為③作品を見る以外の行為の

３つに分けて抽出した（表3）。作品を見る行為で

はしゃがむ、石に座る、上を見上げる、建物に近

づくなど普段とは違う行為が誘発されていること

が分かった。また作品から誘発される行為では作

品と石畳の写真を撮る、植栽の写真を撮る、遠く

から作品と建物全体を見る、空地全体を見渡すな

ど作品だけに注視するのではなく作品の背景にも

注目していることが分かった。 

５．結論 

 本研究では展示場所における空間の特徴と来場

者の行為について述べた。以下にまとめる。 

①展示場所を空間形態と利用方法から９つのタイ

プに分類し、その特徴について明らかにした。 

②展示場所によって多種多様な利用がされると考

えられるが、展示場所と利用方法には因果関係が

あることを明らかにした。 

③来場者は作品が展示されることで日常時には見

られない多様な行為が誘発されていることを明ら

かにした。つまり作品がまちと人との繋がりを広

げていると言える。 

④来場者は作品だけに注視するのではなく、作品

の背景である建物や石畳にも注目していることを

明らかにした。つまりからほりまちアートを魅力

的にさしている要因として作品の背景である町な

みが大きく関係していると言える。 

図4 タイプⅠの作品事例 
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Ⅰ 

12 帖佐陽師                                                                         

39 ナウロコ×８５                                                                         

計（２） 2   2     2         2   2 2   2     1   1     2     2 2 1   2   2 2 2 2 

Ⅱ 

2 北川聖子                                                                         

3 明日を見つけた！                                                                         

33 愛珠＋みやたゆう                                                                         

計（３） 3   3     3       3     3       3      3       2 1         1 2   2 1 1 2 

Ⅲ 

35 西川由紀子                                                                         

49 西家                                                                         

計（２） 2     2   2     2         2     2    1 1       1 1         1         1 2 

Ⅳ

｜

① 

8 糸山基子                                                                         

17 奈良じゅん                                                                         

18 狂↑↓躯                                                                         

25 HIROMI                                                                         

計（４） 4       4   3 1   4     4 1   3 1    2   1 1     3 1 4 1 2       3 1 1 1 

Ⅳ

｜

② 

4 たん藍                                                                         

7 北中美佳                                                                         

11 Mipo                                                                         

24 井上寛太                                                                         

43 墨絵のたけマン                                                                         

44 nissyとひまわりの子供たち                                                                         

計（６） 6       6     6 6         6   2 3  1  1   3 2       6 5 4 3     2 5 3 5 2 

Ⅴ 

｜ 

① 

9 森蔭沙耶香                                                                         

15 なかがわちはや                                                                         

計（２） 2       2   2   2       2     2     1     1     2               2      

Ⅴ

｜

② 

22 内藤晶                                                                         

26 松見鵬子                                                                         

27 Colin Smith                                                                         

31 なすみそいため                                                                         

42 はまのまゆみ                                                                         

計（５） 5       5   3 2 5         5   5           2 3 2 3         1 1   1 1    

Ⅵ 

16 伊勢利枝                                                                         

29 ナカハシヨシユキ                                                                         

計（２）   2 2     2       2   1 2   1   1  1          2 2           1     2 1 1 1 

Ⅶ 

19 僕たちはひとりじゃない                                                                         

50 「タケノモリ」                                                                         

51 空堀子どもまちアート                                                                         

計（３）   3     3     3   2   3 3   1 3             3     3 1     1     2     2 

合計（29） 24 5 7 2 20 9 8 12 15 11 2 4 16 16 2 17 10 2 6 4 5 6 8 9 10 10 12 7 6 5 5 2 19 9 11 12

表2 外部展示の空間特性一覧表 

  タイプⅠ タイプⅡ タイプⅢ タイプⅣ タイプⅤ タイプⅥ タイプⅦ 

作品を見る行為 

・作品を辿りながら歩く  ・座って作品を見る ・近づいて作品を見る ・道路の真ん中から作品を見る ・作品に近づいて見る ・上を見上げて作品を見る ・歩きながら作品を見る 

・しゃがんで作品を見る   ・道路の向かい側から作品を見る ・向かいの建物から作品を見る ・歩きながら作品を見る ・しゃがんで作品を見る ・作業風景を写真に撮る 

・見上げながら歩く      ・歩きながら作品を見る ・しゃがんで作品を見る     

作品から誘発 

される行為 

・作品を見つけ、路地奥へ入り込む ・作品に釣られて路地奥ま で進む ・遠く から作品と建物全体を見る ・その場に長時間滞在する ・向かい側にある石に座る ・見上げながら歩く  ・その場に居座る 

・作品と背景の石畳を見る ・路地内に入り込む 。作品に近づき壁面素材に注目する ・作品を見た後、建物内に入る ・自転車をゆっく りと走らす ・作品を探す ・作品の背景である植栽の写真を撮

・作品と背景の建物を見る   ・路地奥へと歩いていく    ・自転車を降りる ・空地を見渡す   

作品を見る以外
の行為 

・住民を会話する ・路地の入口付近で会話する ・作品に気付かずに通り過ぎる ・離れた場所から空間全体の写真を   ・周辺の物や植栽の写真を撮る   

・路地の突き当たりに居座る ・祠の写真を撮る           

  ・向かいに溢れ出す植栽を見る           

表3 展示場所における来場者の行為 

表1 空間タイプの類型化 
タイプⅠ 袋小路戸口型 空間演出型 置く ・掛ける タイプⅤ-① 街路壁面型 平面型 置く 

タイプⅡ 袋小路壁面型 立体型 置く タイプⅤ-② 街路壁面型 平面型 掛ける 

タイプⅢ 細街路壁面型 平面型 掛ける タイプⅥ 空地型 立体型 置く 

タイプⅣ-① 街路戸口型 立体型 置く タイプⅦ 公園型 参加型 置く 

タイプⅣ-② 街路戸口型 平面型 掛ける    ※左から「展示場所」－「作品形態」－「展示方法」を表す 



1 
 

明治後半期における旧三郷の居住空間について 

南区内安堂寺町2丁目を事例として（要旨） 

 
 

はじめに 

近代大阪の都市空間に関してはこれまで建築史、

経済史、都市計画史、都市社会史、地理学など多方

面から研究がなされてきた。これまでの研究では、

資本主義経済の発達による都市内空間の機能分化、

すなわち中心市街地（船場）の業務空間化と居住空

間の郊外化が都市空間の近代化として捉えられ、近

代的都市空間を象徴する郊外住宅地の開発とその空

間構造が詳細に論じられてきた。また一方で、旧三

郷外縁部に形成されたスラム地区の居住環境や都市

下層の生活実態の分析がなされている。しかし、近

代における旧三郷の居住空間の実態は、史料的な制

約からこれまで詳細な検討がなされていない。現在、

大阪都心部に伝統的な町家が少なからず残されてい

ることが示すように、船場などの中心市街地を除い

て、旧三郷地域には明治以降も近世以来の店舗兼居

宅と貸家で構成される伝統的な居住空間が継承され

ていたと考えられる。 

 本研究は明治初期より大阪市南区内安堂寺町に居

住し、広く貸家業を営む一方で、南区会議員を務め

るなど地域行政に携わった井上平兵衛家に保存され

た文書群（「井上平兵衛家文書」）のうち、「明治 33

年内安堂寺町2丁目絵図」【写真1】（以下「町絵図」）

と「明治34年内安堂寺町2丁目住人調査」（以下「住

人調査」）を素材として、近代大阪（旧三郷地域）の

居住空間の実態を把握することを目的としている。

具体的には、①町の空間構造、②内安堂寺町2丁目

全体の生活設備、③住人の職業構成、を分析し明治

後半期における大阪都心部の居住環境を考察した。 

内安堂寺町2丁目の空間構造 

「町絵図」を分析すると明治33（1900）年における

内安堂寺町の宅地数は北側42筆、南側33筆の合計75

筆であった。安政 3 年水帳絵図と比較すると、若干の

変動はみられるものの顕著な宅地の集積や細分化はみ

られず、同町内では江戸後期から明治後期までの約50

年間、ほぼ同じ敷地割が継続されていた。 

各宅地の間口規模を分析すると 3 間以上 4 間未満と

4間以上5間未満が同数の19筆で、これらが町内全宅

地の過半を占めている。同町では突出した大規模宅地

は一部で、比較的均等な宅地の集合により町空間が構

成されていた。 

街並みを形成する表通りの建物は、北側42棟、南側

38棟、筋側に19棟の計99棟で、戸建と長屋建の比率

は、戸建62棟、長屋建37棟で、戸建がおよそ6割を

占めていた。長屋の戸数をみると2戸が18棟、3戸が

10 棟、4 戸が 6 棟、5 戸が 2 棟、6 戸が 1 棟で、長大

な長屋は少数で1棟に2～3戸の長屋が主流であった。 

一方、宅地裏は、住宅の他に倉、納屋、あるいは離

れなどの付属屋が配置されていた。表側と裏側を合わ

せ、宅地全体の利用形態を整理すると、①表家のみ（裏

利用無し＝空地）、②表家・付属屋のみ（裏に住宅無し）、

③表家・裏家（付属屋併設も含む）の 3 つに分類する

ことができる。 

①の宅地を詳細にみると、奥行が浅い宅地、角地の

ため建物がすべて表家となる宅地が大半を占め、未利

用の空間が残っている宅地は1例だけであった。②は、

離れや蔵、納屋などの付属屋が建てられ、裏空間が表

【写真1】「明治33年内安堂寺町2丁目絵図」（部分）
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家の居住空間の充実に利用された形態である。28事例

がみられ、このうち表家1戸の単世帯が19宅地みられ

る。③は、表家に加えて宅地奥にも住居が建てられて

おり、複数の世帯が集住する形態で、32 例であった。 

宅地利用形態の分類に、地主居宅、地借家主、借家

という家屋の所有形態を指標に加えると、地主が居住

する宅地は表居宅と離れ、倉・納屋など付属屋によっ

て構成される低密度な単世帯の宅地が多く、一方、不

在地主の宅地は高密度な貸家経営地が多いという傾向

がみられた。2 丁目全体をみると、低密度な単独居住

の宅地と、高密度な集住宅地が同じような比率で存在

していた。 

内安堂寺町2丁目の衛生環境 

「町絵図」から内安堂寺町の衛生設備の普及状況を

分析すると厠については、表158戸・裏129戸の計287

戸に対して 234 ヶ所がおかれ、各戸に1ヶ所ずつ設置

されている敷地も多く、高い普及率であった。井戸は、

各戸が専用井戸を持っている宅地もあったが、設置さ

れていない宅地もみられる。井戸の有無については、

明治中期から水道の敷設が始まっていたことを考慮に

入れる必要がある。井上平兵衛が同町内に所有してい

た貸家の管理台帳をみると、明治30年の8月～11月に

かけて家賃に給水費用が加算されており、この地域で

上水道の給水が開始されたことが示されている。した

がって明治33年当時、井戸が不要となっていた宅地も

あったと思われる。塵芥場については、法令で住家に

設置が義務付けられていたが、設置は少数にとどまり

基準を満たさない宅地が大半であった。 

このように衛生設備の整備状況は厠については専用

化が進んでいたが塵芥箱は設置率が低く、設備によっ

て差があった。また、上水道栓を設置している宅地も

確認され、都市の基盤整備により近代的設備が生活空

間に導入され始めた様子が示されていた。 

内安堂寺町2丁目の住人構成 

「住人調査」に基づき、内安堂寺町 2 丁目居住者の

職業構成を分類すると、明治34年の時点で、表家居住

者の職業は物品販売の小売店経営が全体の 7 割以上を

占めていた。販売商品の内容は食料品、生活雑貨、衣

料、燃料など生活必需品類が多岐にわたり、その中で

も食料品が最も多数であった。また、古着、古鉄、古

道具などの中古品を扱う商店も多く、全体の 1 割を占

めている。その他、理髪店や飲食店経営などの接客・

サービス業、医院、建設請負業などがみられる。また、

少数ではあるが工場経営者が存在した。宅地における

工場の建設・操業は近代以降の新たな宅地利用のあり

かたといえる。 

地主、地借家主、借家人という居住者の階層性を指

標にくわえて職業構成を細分類すると、呉服店、医院

経営者には地主が多かった。接客・サービス業に地主

はみられず、地借家主、戸建貸家の入居者を合わせて3

名である。したがって、飲食店や理髪店といった接客

業を中心とするサービス関連業は長屋貸家の居住者を

中心に行われていたと考えられる。 

 裏家居住者の職業は行商、被雇、内職などが大半を

占め、表家の居住者と比べて全体的に経済的階層が低

い傾向がみられた。しかし、近世以来の手工業者（職

人）や、近代以降に現れるサラリーマン層、工場経営

者といった安定した経済基盤をもつ住人も存在し、宅

地裏側の居住空間には、多様な階層の人々が混在して

居住していた。 

おわりに 

 明治30年代の内安堂寺町2丁目は、通りに多種多様

な商店が軒を並べ、町内で一通りの生活必需品を調達

することが可能な生活世界が形成されていた。町の空

間構造をみると、表に店舗兼居宅を置き、裏には離れ

や付属屋を置く、或いは貸家経営を行うなど、近世以

来の伝統的なありかたが存続していた。その一方で、

上水道が設置されるなど近代都市としての基盤整備が

進められていた。また、住人のなかには宅地裏に工場

を建設して製造業を営む経営者や、公務員、会社員と

いった新しい都市生活者層が出現しており、居住空間

の内部で近代化が進行しつつあった状況を窺うことが

できた。
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	8-H21報告書（からほり新聞）
	9-H21報告書（日本語教育センター）
	10-H21報告書（からほり倶楽部）
	11-H21報告書（いい家塾）
	1-H21報告書（上段）
	2-H21報告書（深田）



